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フォーラム(第2回 )

「医療に貢献する実験用ウサギの新しい展開」

プログラム

13:00-13:05

開会の辞(世話人:山梨大学医学工学大学院 教授 範江林)

講演

13:05-14:05座 長 Jヒ嶋修司(佐賀大学 総合分析実験センター)

1.秋田大型ウサギに関する調査研究一特に、乳汁分泌量について一

〇松回幸久、山田秀一、石郷岡清基、池田勝也

秋田大学バイオサイエンス教育研究センター動物実験部門

2.大 型ウサギを用いた心筋細胞肥大の微細構造からの検討

O川 村公-1、吉田誠
1、
高橋正人

1、
杉田暁大

1、
本間真紀子

1、小林実貴夫
1、
南係博
1、
増

田弘穀
1、
松田幸久

2

(1秋田大学医学部病理病態医学講座、
2バ
ィォサィエンス教育研究センター動物実験部門)

14:05-15:05座 長 J 池ヽ智也(山梨大学大学院医学工学総合研究部・分子病理学講座)

3.ウサギ CRPttinsdh ELISAキ ットの開発と今後の展開について

O小 島正章、木暮恵美、及川友恵(株式会社シバヤギ 技術グループ)

4.WHHLウ サギによるスタチンの脂質低下作用および動脈硬化抑制作用の解明

O塩 見 雅志,伊藤 隆(神戸大学医学部附属動物実験施設)

15:05-15:20コ ーヒーブレイク

1駐:20-16:05特 別講演 座長 範江林(山梨大学医学工学大学院)

「SPFウ サギ作出の歴史」

桑原吉史 先生 (北山ラベス株式会社)

16:05-17:05座 長 松田幸久(秋田大学 バイオサイエンスセンター)

5.動 脈硬化による冠動脈拡張反応とそのメカニズムの解析

O塩 見 雅志
1),伊
藤 隆
1),松
川昭博
の,板部洋之 0,吉回勝也

0

(1)神戸大学医学部,D岡山大学医歯薬学総合研究科,い昭和大学薬学部,0国保旭中央病

院)                                   、
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6.新規メタボリックシンドロームモデルとしての食後高TG(PHT)ウ サギのインスリン抵抗性と

中心性肥満

O河 合 孝
1'2,伊
藤恒賢
1,大
和国一雄

1,米
良泰子
2,松
下睦佳
2,友
池仁暢
3

(1山形大・医・動物実験施設,2日本たばこ産業・医薬総合研究所,3国立循環器病センター)

10分休憩

17:15-18:15座長 塩見雅志(神戸大学医学部附属動物実験施設)

7,動脈硬化研究におけるウサギモデルの有用性―新規危険因子C反 応性宝自の機能解析

小池智也
1、
塩見雅志

2、
畠山金太

3、
北嶋修司

4、
森本正敏

4車
渡辺照男

5、

浅田祐士郎
3、
範江林
1(1山
梨大学大学院医学工学総合研究部・分子病理学講座、

2神
戸大

学医学部附属動物実験施設、
3宮
崎大学医学部病理学講座・構造機能病態学分野、

4佐
賀大

学総合分析実験センター・生物資源開発部門、
6株
式会社キューリン)

8.補体成分 C6欠 損ウサギの海外からの凍結精子による導入

O劉 思岐
1),北
嶋修司
1),Kutt Reifenberg2),森

本正敏
1),渡
辺照男
1'め
,範 江林。(1)佐賀大

学 総 合 分 析 実 験 セ ン ター ,のCentral Laboratory Anim』Fad‖ty,Johannes

GutenberrUn"ersittt Mahz,Gerrnany,3)株式会社キューリン,0山梨大学大学院)

18:15-18:252007年 第2回ウサギ国際シンポジウムのご案内

(山梨大学医学工学大学院 教授 範江林)

18:25閉 会の辞(事務局 佐賀大学総合分析実験センター 森本正敏)

1840-2000懇 親会(山梨大学 甲府キャンパス 大学会館)
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